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１．Ｋ－４　第７回定期検査での点検状況

① ② ③ ④

過去に欠陥指示が確認
された箇所

供用期間中検査を実施し
ていない箇所

点検後５年を経過して
いる箇所

供用期間中検査

Ａ系 ０ ２８（２） ６ ３ ３７（２）／４１配
管

容
器

Ｂ系 ０ ３１（４） ０ ０ ３１（４）／３７

６８（６）／７８　　　　　　　　　　（　）内はひびが確認された継手

Ａ系 ０ １ ３ ０
６／１２

Ｂ系 ０ １ ０ １

点検数／総継手数点検箇所
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〔③〕〔②〕〔③〕〔③〕 〔②〕 〔④〕
〔　〕　：　圧力容器

：ひびが確認された継手



２．Ｋ－４　過去５年間の点検箇所

Ａ系 Ｂ系

1-C040AY
(2001)

W2439(N1B)
(2001)

W2428(N2A)
(1999)

W2438(N1A)
(2001)

W2437(N2K)
(2001)

W2433(N2F)
(2001)

W2435(N2H)
(1999)

：圧力容器

2-C046AW
(2000) 124-W118BW

(2001)

3-C003AY
(2000)

3-C048AY
(2001)

101-W129BW
(1997)

104-C108BW
(1999)

104-C109BW
(1999)

104-C105BW
(1999)

104-C104BW
(1999)

溶接番号
（ 点検年 ）

サンプル

サンプル



３．ＩＳＩ実施フロー

ＩＳＩ　１０年計画

対象継手選定

基本探傷

PSI又は前回ISI記録

評　　価

終　　了

評　　価

欠　　陥

２次クリーピング波法等

①入射位置
②反射源位置（Ｘ、Ｙ、ビーム路程）
③エコー高さ（ＤＡＣ２０％以上）
④探傷条件、検査員等の記録

Y
X

０°

反射源位置

・形状エコー
・金属組織エコー

疑わしいエコー

内面開口無

100%DAC

20%DAC

DAC

MAX　DAC

ビーム路程

エコー高さ，ビーム路程



１／４Ｔ

３／４Ｔ

対比試験片 ９／８Ｓ ７／８Ｓ ５／８Ｓ １／８Ｓ３／８Ｓ

横穴（６００Ａの場合φ３．２ｍｍ） ３／８Ｓ ５／８Ｓ ７／８Ｓ

■記録レベル：ＤＡＣ２０％以上で記録作成

■判定基準：ＤＡＣ１００％以上の指示長さが板厚の１／３以内

１／８Ｓ ９／８Ｓ

２０％以上

１００％以上

探傷例

（形状エコー、金属組織エコー以外）

ＤＡＣ１００％

４．距離振幅補正曲線（ＤＡＣ）

【参考】

【溶接技術基準より】



５．超音波エコーの分類（反射源の分類）

■　形状エコー
　　裏波部エコー等

■　金属組織エコー
　　柱状晶伝搬エコー等

■　ひび等からのエコー（有意なエコー）
　　ＳＣＣのひび等によるエコー

運転に伴う変化なし

運転に伴う変化なし

運転に伴い発生

きず

配管

金属組織エコー

要記録エコー

形状エコー
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